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午前10時４分 開議

○小杉直委員長 それでは、ただいまから第

５回新幹線対策特別委員会を開催します。

本日の委員会に５名の傍聴申し込みがあり

ましたので、これを許可したいと思います。

まず、執行部を代表して、小宮地域振興部

長からあいさつ及び概要説明をお願いしま

す。

○小宮地域振興部長 小杉委員長、井手副委

員長を初め委員の皆様方には、付託案件に関

しまして熱心に御審議をいただいており、こ

の場をお借りして改めて感謝申し上げる次第

でございます。

現在、熊本県下全線におきまして工事が着

実に進められており、この２月14日にはルー

トで最後となりました新田原坂トンネルが貫

通し、高架橋工事も計画的に進んでいるとこ

ろでございます。また、軌道工事が昨年から

始まり、熊本駅や新玉名駅の建築工事も近々

本格的に始められる予定でございます。

県といたしましては、これらへのできる限

りの支援を行うとともに、熊本の玄関口であ

る熊本駅周辺の街路整備や連続立体交差事業

のほか、新玉名駅周辺の整備に対して引き続

き全力で取り組んでまいります。

さて、平成20年度の九州新幹線鹿児島ルー

ト事業費につきましては、平成22年度末の全

線完成を考えますと、昨年以上の大幅な増額

が必要となっておりましたが、政府予算につ

きましては、先生方の御尽力もいただきまし

て、昨年度の1,045億円を上回る1,270億円が

確保され、本県分へは545億円が配分される

予定となったところであり、全線完成が促進

されるものと考えております。

また、九州新幹線の大阪方面への直通運転

の実現に関しましては、ＪＲ３者間により九

州新幹線博多―新八代間の営業運転開始時に

実現することが合意されておりますが、今後

は関係機関と連携し、また県議会の御支援も

、 、いただきながら さらなる利便性向上のため

新大阪への直通列車の所要時間の短縮や博多

駅での対面乗りかえ等の要望活動等を実施し

てまいりたいと考えております。

続きまして、九州新幹線を活用した熊本づ

くりにつきましては、全線開業に向けて県内

各地で魅力を高める取り組みや、広域的に連

携した取り組みが進められております。

全線開業に向けた新幹線駅からの２次アク

セス改善につきましては、阿蘇・天草方面に

加え、鹿本・菊池方面や球磨・芦北方面の改

善に取り組む県北方面及び県南方面部会を昨

年12月に設置いたしました。今年度中には阿

蘇・天草方面のアクセス改善策を取りまとめ

るとともに、県北・県南方面の実地調査に向

けた交通結節拠点の設定等に取り組むことに

いたしております。

また、全線開通で日帰り圏となる関西・中

国地方をターゲットといたしました「ＫＡＮ

ＳＡＩ戦略」が今月12日に策定されました。

この取り組みの第１弾としてシンポジウムを

開催し、県民への周知を図ったところでござ

いますが、今後経済界や関係団体と連携いた

しまして、熊本の認知度向上に向け「くまも

とブランド」の確立と発信に取り組んでまい

りたいと考えております。

続きまして、新幹線熊本駅から阿蘇くまも

と空港へのアクセスの改善につきましては、

短期策として本年度に実施したリムジンバス

等の試験運行の結果を踏まえ、さらなる定時

性・速達性向上の可能性を検討しているとこ

ろでございまして、新幹線の全線開業を見据

えて、可能なものから実現を図っていくこと

としております。

また、中長期的な施策につきましては、過

年度の調査を踏まえて絞り込んだ豊肥本線の

延伸につきまして、沿線周辺の開発可能性や

課題を詰め、ＪＲ九州等の意見を踏まえた事

業の可能性に関し整理を行っております。

さらに、観光振興につきましては、平成23
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年春の九州新幹線全線開業を控え、関西以西

を中心に「この旅あっぱれ！くまもと観光キ

ャンペーン」を今年度から２期に分けて実施

しておりまして、テレビ、雑誌、新聞、イベ

ント等で本県の観光ＰＲを行うとともに、広

島の旅行会社、マスコミ関係者等を対象とし

た観光商談会を開催するなど、引き続き熊本

の魅力を積極的にアピールしてまいります。

以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは総室長及び各課長か

ら御説明申し上げますので、御審議のほどを

よろしくお願い申し上げます。

○小杉直委員長 それでは、議題（１）九州

新幹線について、執行部から事業概要の説明

を受け、その後質疑を受けたいと思います。

説明に当たっては可能な限り簡潔にお願い

します。そして、一度起立をされて肩書きと

名前を言われた後、着座して説明をしてくだ

さい。

それでは、交通対策総室長から順次説明を

お願いします。

○小林交通対策総室長 交通対策総室長の小

林でございます。よろしくお願いします。

それでは、まず、お手元の資料１ページ目

から御説明いたします。前回との変更点を中

心に御説明いたします。

まず、１ページ目の一番下でございますけ

れども、平成20年度の政府の新幹線に関する

当初予算案ということで、1,270億円が計上

されたところでございます。

少し飛びまして４ページ目になりますが、

新幹線に関する各種要望活動に関する御報告

でございます。

この中で、中段でございますが、平成20年

度の国土交通省予算として、整備新幹線全体

として3,069億円が計上され、そのうち九州

新幹線の鹿児島ルートに関しては、平成19年

度の1,045億円を上回ります1,270億円が配分

される予定となったところであります。この

うち熊本県分に関しましては、19年度483億

円に対しまして、20年度については545億円

が配分される予定となっておるところでござ

います。

続きまして６ページ目になりますが、この

うち九州新幹線の建設促進期成会の意見交換

会ということで、知事も出席いたしまして最

近の新幹線の建設状況等についての議論を交

わしたところでございます。１月18日に会を

開催したところでございます。

次に、７ページ目でありますが、本県の財

政負担という表がございます。この中で19年

度までの本県分が1,672億円、平成20年度以

降481億円が残っているといった状況でござ

います。

交通対策総室、以上でございます。

○長野新幹線都市整備総室長 新幹線都市整

備総室長の長野でございます。よろしくお願

いします。

資料の８ページをお願いいたします。

(３)の九州新幹線鹿児島ルートの事業の進

捗状況についてでございます。

事業費ベースの進捗ですが、平成20年度の

政府予算におきまして、先ほども説明があり

ましたとおり、新幹線鹿児島ルートには1,27

0億円が確保されておりまして、このうち県

内事業費としては545億円が配分される予定

でございます。

この結果、博多～新八代間における本県内

の事業費ベースの進捗は78％となる予定でご

ざいます。なお、熊本県の新幹線負担金につ

きましては、６月議会で計上をお願いする予

定にしております。

真ん中付近の博多～新八代間の進捗状況に

ついてでございますが、新幹線用地につきま

しては、この１月末で99.9％の進捗でござい

ます。残る約450平米ほど、５件の関係者に

つきまして、引き続き全力を傾注して理解を



- 4 -

求めてまいりたいと考えております。土木工

事につきましては、県内の完成率は72％にな

っております。

次の９ページでございますが、県内工事の

状況ですが、トンネルにつきましては県内10

トンネルございましたが、残っておりました

新田原坂トンネルがこの14日に貫通いたした

ところでございます。

また、高架橋等につきましても各地区で急

ピッチで工事が進められておりまして、平成

20年度中にはトンネルや高架橋の土木工事が

おおむね完了すると聞いております。昨年秋

口には、大牟田、玉名付近で軌道工事も着手

しております。

次の10ページ、その他でございますけれど

も、新幹線の駅舎につきまして、この３月に

は新玉名駅舎を、また新年度早々には熊本駅

舎を工事発注する予定だというふうに聞いて

おります。また、富合の総合車両基地の建築

工事につきましても、この２月に工事が発注

されております。

以上でございます。

○梅本地域政策課長 地域政策課長の梅本で

ございます。よろしくお願いいたします。

資料は11ページ以降の、新幹線を活用した

熊本づくりでございます。

本年度の取り組みにつきましては、14ペー

ジ以降に書かせていただいております。中段

のところに黄色の線で書いておりますが、先

ほど部長が触れましたように、２月の12日に

プロジェクト推進本部会議を開催いたしまし

て 「ＫＡＮＳＡＩ戦略」を策定をしており、

ます。策定につきましては、14ページの下の

ほうにあります県民からの意見聴取や、ある

いはシンポジウムの開催等を行っておりま

す。

15ページでございます。真ん中あたりに地

域ブランドの強化の取り組みを書かせていた

だいておりますが、各地でさまざまなブラン

ドの強化の取り組みがあっておりますけれど

も、とりわけ天草地域のブランドの取り組み

につきまして、福岡のシーホークホテルで今

まさに開催中でございます。２月29日までの

間に天草フェアを開催しております。

16ページをお願いをいたします。

各県との連携を深めながらの取り組みでご

ざいます。一番上に「おとなの長旅・九州」

をテーマとしたシンポジウムを阿蘇地域で行

っておりますが これは大分県の くじゅう・、 「

」 。竹田地域 と連携した取り組みでございます

中ほどに、世界遺産登録への取り組みを書

かせていただいております 「九州・山口の。

近代化産業遺産群」として、三角西港、万田

坑を含むものを提案しております。18年11月

に提出して継続審査となっておりまして九

州・山口でなぜ特化するのかとか、幕末とか

明治後期までの産業遺産群をなぜ抽出するの

かといった宿題がありまして、それに対する

回答を再提出しております。

④として、駅周辺の整備及び機能性向上の

取り組みを書かせていただいております。

熊本駅でございますが、アートポリス事業

で、東口の駅前広場及び市電電停等の設計に

着手しております。また、西口の駅前広場に

つきましても、当事業による設計競技の募集

を開始しております。

17ページでございます。

分野ごとに４分野の取り組みを書かせてい

ただいております。まず交通分野でございま

すが、新幹線という縦軸に対しまして横軸の

強化に取り組んでおります。天草・阿蘇方面

への交通結節の強化に取り組むと同時に、黄

色の線で書いております鹿本・菊池方面及び

球磨・芦北方面のアクセス改善に取り組む部

会を立ち上げて、新幹線の新玉名駅から、あ

るいは新八代駅から横軸のアクセス改善に取

り組んでおります。

さらに、南阿蘇鉄道へのデュアル・モー

ド・ビークルの導入につきましては、３月20
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日から22日の３日間に、試乗モニターを乗せ

た実証実験を実施予定でございます。

さらに、三次アクセスですけれども、さま

ざまな各地で取り組みが行われております

が、この新しい取り組みとして、一番下にあ

ります山鹿の市街地循環バスの試行運転が開

始されております。

18ページでございます。

ただいま申し上げましたような横軸のソフ

ト面での取り組みとあわせまして、ハード面

につきましては、上益城地域で国道443号の

木倉バイパスの全線開通がございます。

続きまして、交流促進分野でございます。

火と灯りとか永青文庫などの文化交流とあ

わせまして、スポーツ交流の拠点づくりに取

り組んでおります。ドイツの水泳ナショナル

チームの北京オリンピックに向けた直前合宿

地としてアクアドームくまもとが決定してお

、 、りますが こういった取り組みによりまして

新幹線開業に向けましてスポーツの拠点づく

りの取り組み、ノウハウの蓄積等を積み上げ

ていきたいと考えております。

19ページでございます。

各地の魅力の向上、再発見の取り組みでご

ざいます。菊池の温泉を「癒しの里」として

売り出す「こころの健康サロンモニターツア

ー」を、福岡方面に対しまして打ちまして、

グリーンツーリズムなどの精神で受け入れの

取り組みを行っております。

19ページの中ほどに、農林水産・商工業振

、 、興分野 産業振興分野でございますけれども

ここでは都市農村交流の取り組みといたしま

して、健軍商店街と西原、益城、山都町との

交流事業を行っておりますが、続きまして子

飼商店街と植木町との交流事業に取り組んで

おります。

また、中心市街地の活性化策として、熊本

城の桜の馬場地区の復元整備計画が中間報告

としてなされております。23年春の整備を目

標にいたしまして、観光案内、まちづくり、

、 、 、まち歩き案内 あるいは休憩所 歴史の紹介

あるいはイベント、飲食、物産などの整備を

図るものでございます。

19ページの一番下には、福岡方面への天草

の定住を呼び込むためのシンポジウムの取り

組みを書かせていただいております。

20ページでございますけれども、中ごろ以

降に、県民運動の展開として各種の取り組み

を書かせてもらっておりますが、県民意識の

醸成と主体的取り組みを促進するために、と

りわけ１月19日の玉名地域の取り組みでござ

いますが、将来を担う子供たちに新幹線に試

乗を体験してもらって、壁新聞をつくって、

この３月には駅舎に壁新聞を張り出すような

取り組みがあっております。

また、八代地域では、２月の16日でござい

ますが、第２回のやつしろ元気づくり大賞と

して、新幹線と関連いたします各地の主体的

な取り組み、例えば全日本女子ソフトの１部

リーグを、八代に新たに誘致をした発表会を

行っておりまして、大賞の決定などの取り組

みを行っております。

21ページでございます。一番最後に、鞠智

城の国営公園化の取り組みでございますけれ

ども、菊池川流域の一体的な魅力アップとい

うことで、北の玄関口である玉名からの阿蘇

方面への取り組みの一環として、鞠智城の国

営公園化の推進を行っておりますが、東京フ

ォーラムを２月27日に開催予定でございま

す。

以上でございます。

○小林交通対策総室長 交通対策総室でござ

います。

次の22ページをお願いいたします。

阿蘇くまもと空港へのアクセスの改善とい

うことでございますが、短期的施策につきま

して、半ば以降でございますけれども、関係

者との検討会議の場におきまして、今後20年

度に向けた活動の方針について協議を行って
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いるところでございます。

この中でリムジンバスにつきましては、既

存の現在走行しているリムジンバスを高度化

する。その中身といたしましては、優先信号

機器の搭載でありますとか、バスロケーショ

ンシステムの活用等でございます。こうした

ものを含めまして高度化する。さらに、新ル

ートに関してはその可能性をさらに探って、

20年度にさらに試験運行を行うということを

前提に協議を行うことになっております。

また、ＪＲ豊肥本線を活用したシャトルバ

スにつきましては、これの具体的な実現性に

ついて関係機関で協議を行っていくという状

況になってございます。

先ほど地域政策課長のほうから御報告ござ

いましたけれども、デュアル・モード・ビー

クルの関係につきまして、別添の資料をお手

元につけさせていただいております。

Ａ４縦紙の資料でございますけれども、こ

ちらにつきましては先ほどの御報告のとお

り、本年の３月20日から22日の３日間という

ことで、南阿蘇地域の地域周回ルートと、阿

蘇の山頂を含めた観光周遊ルート、この２種

類について設定を行いまして、一般のモニタ

ーの方も募集して試験走行を行うということ

になっております。

このうち一般のモニターの方に関しては、

全12便のうち70名程度乗っていただくという

ことで考えておりまして、２月13日から26日

ということで募集をしておりまして、現在の

ところ360人程度の募集が各地から寄せられ

ているといった状況にございます。

そのほかの試乗者につきましては南阿蘇地

域の方々の中から選定する、または特別なモ

ニターとしまして県内の関係者を御招待す

る、またはマスコミの方々にも乗っていただ

くということで試験走行を行いたいと考えて

おります。

以上でございます。

○守田観光物産総室長 観光物産総室の守田

でございます。よろしくお願いします。

新幹線を活用した観光振興でございます

が、前回からの追加事項を中心に御説明いた

します。

説明資料の28ページをお願いをいたしま

す。

現在、平成23年春の九州新幹線全線開業を

控えまして、関西以西に対して重点的に宣伝

活動を行う「この旅あっぱれ！くまもと観光

キャンペーン」の冬春の巻を、12月１日から

開始をいたしております。

前回の委員会報告後の動きについてでござ

いますが、福岡の西日本鉄道とタイアップを

いたしまして、県内各地で開催されるひな祭

りのポスターを、２月に西鉄電車内、また３

月上旬に、阿蘇の火祭りのポスターを同じく

西鉄電車それからバス内で掲示し、誘客に努

めてまいります。

、 、 、また 県内におきましても タクシー協会

レンタカー協会に御協力をいただき、タクシ

ーやレンタカー会社にキャンペーンパンフレ

ットとステッカーを配布し、県民への周知に

努めているところでございます。

なお、ステッカー配布を19年１月としてお

りますが、20年１月の間違いでございます。

おわびして訂正をさせていただきたいと思い

ます。

その他、キャンペーンの内容を告知するテ

レビ番組を福岡、熊本で放送するほか、熊本

リビング新聞や雑誌等で紹介されたものだけ

でも約140万部、12月以降に紹介されたもの

を合わせますと約260万部にキャンペーンの

内容が記載されているところでございます。

また、３月８日、９日に福岡で開催されま

すイベントでは、あさぎり町の「ヨン様」や

山鹿灯籠に御出演をいただきまして本県観光

のＰＲを行うなど、さまざまな方法を活用し

ながら積極的に観光ＰＲを行ってまいりま

す。
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次に、29ページをお願いします。

熊本観光のイメージアップ、季刊誌「くま

（ ）」 、もと時間 たいむ 第４号となる春号には

４月オープンをいたします熊本城本丸御殿と

永青文庫の特集を予定いたしているところで

ございます。

また、③熊本城築城400年祭等に係る宣伝

活動でございますが、１月28日には、熊本市

と連携をいたしまして、両施設の内覧会を報

道関係者、旅行代理店を対象に実施をいたし

ました。引き続き県・市連携のもと両施設の

ＰＲに力を入れてまいります。

④その他の主な活動といたしましては、30

ページにありますように、１月にはデイリー

スポーツ、３月にはＪＲ西日本の主要駅に置

いてございますフリーペーパー「旅ごよみ」

の制作会社である京阪神エルマガジン、及び

広島地域や首都圏の新聞、雑誌等の編集者を

招聘いたしまして、本県の観光地のすばらし

さをマスメディアを通して全国へ紹介するこ

とといたしております。

さらに31ページにありますように、２月27

日には広島市で旅行会社、マスコミ関係者15

0名に対しまして、県内各地域の観光協会、

旅館、観光施設等の観光関係者50名が、具体

的な内容で営業活動をいたします観光マーケ

ットを開催いたします。

次に （２）九州観光推進機構等と連携し、

た活動として、本県関係が71ルート含まれて

いる広域的な観光ルートをこれまで150ルー

ト作成し全国の旅行代理店に提案してまいり

ましたが、その結果、これまでに旅行商品と

、 、して販売されたものは 平成18年度で36商品

今年度は１月末までで40商品でございます。

次に、33ページでございます。

九州新幹線全線開業後の旅行商品化に大き

な影響を持ちますＪＲ西日本やＪＲ九州と協

力いたしまして、大阪以西の旅行代理店約50

名を招待するなど、今後とも関西圏等でのＰ

Ｒに努めてまいります。

以上でございます。

○小杉直委員長 ちょっと守田総室長に確認

ですが、訂正の場所は、もう一度、どこなん

ですか。

○守田観光物産総室長 恐れ入ります。28ペ

ージでございます。

28ページの真ん中ごろでございます 〔※。

同協会に「思い立ったら、くまもと曜日」ス

テッカー配布〕と書いております。その括弧

書きで（平成19年１月）と書かせていただい

ておりますが、これは、恐れ入ります（平成

20年１月）の間違いでございました。

○小杉直委員長 わかりました。

○長野新幹線都市整備総室長 新幹線都市整

備総室でございます。

資料の34ページでございますけれども、新

幹線新駅（熊本・玉名）周辺整備についてで

ございます。

今回、各事業の進捗状況につきまして、本

年度末の事業費ベースの進捗率に修正してご

ざいます。また、熊本駅周辺の県施工分につ

きましては用地取得の進捗を追加してござい

ます。

まず、熊本駅周辺整備の連続立体交差事業

でございますが、事業費ベースの進捗は31％

でございまして、用地取得の進捗は99％とな

る見込みでございます。

この連続立体交差事業は、新幹線開業後の

平成23年度ごろから在来線の高架化工事が本

格化してまいりまして、進捗が上がってまい

る見込みでございます。なお、用地取得につ

きましては、高架橋高架本体工事に必要な用

地取得は完了しておりまして、残る用地は側

道工事に必要なもので、引き続き用地取得に

努めてまいります。

資料の35ページをお願いいたします。
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熊本駅周辺の幹線街路の進捗状況について

でございます。各路線ごとの進捗は表の右欄

のとおりでございますが、この中で新幹線完

成までに、平成22年度までに整備を進める計

、 、 、画の② ③の春日池上線 ④の熊本駅北部線

⑥の熊本駅城山線、それに⑦の熊本駅帯山線

の合計５路線につきましては、新幹線完成時

までに必要な事業費ベースの進捗が69％で、

用地取得の進捗は94％になる見込みでござい

ます。引き続き関係者の理解と協力を得なが

ら、新幹線完成に向けて全力で取り組んでま

いります。

それから、次の36ページでございますが、

ここは熊本市が事業主体でございます区画整

理事業と再開発事業の進捗でございますが、

進捗は表のとおりでございます。

37ページにつきましても、新玉名駅周辺の

アクセス道路の進捗を書いてございますが、

①の玉名立花線の用地についてはこの２月に

完了いたしたところでございます。

以上でございます。

○梅本地域政策課長 地域政策課長でござい

ます。

戻りまして恐縮ですけれども、36ページの

一番下に、当課の関係いたします新熊本合同

庁舎の整備につきまして１行加えさせていた

だいております。36ページの一番下でござい

ますが、先般、九州地方整備局から、ＰＦＩ

事業で整備いたしますＢ棟に関します募集基

準等が示されましたけれども、それによりま

すと、平成20年の７月に入札公告、20年12月

に民間事業者の選定を予定しているというこ

とでございます。

以上でございます。

○小杉直委員長 それでは、執行部からの説

明が終わりましたので質疑に入りますが、何

かございませんでしょうか。

○竹口博己委員 済みません、これは地域政

策課ですかね、せっかく18ページに書いてあ

りますので、スポーツの拠点づくりという項

目があっていますが、これは新幹線に直接的

にはどうかと思いますが、まちづくりといい

、 、ますか そういう点で非常に大事なテーマで

ドイツの水泳チームが熊本市で合宿を張っ

て、オリンピックの直前にですね、どうでし

ょうか、感触だけお尋ねしますけど、今食の

安全という問題と、北京のＣＯ2の問題等々

で、直前の合宿、練習を欧米諸国はちょっと

ちゅうちょしているのかもしれません。現に

そういう報道もなされております。

そこで、韓国とか日本で直前の合宿をとい

うことを模索している国があるのかもしれま

せん。そこにアプローチかける方法があるの

かどうか、県として、あるいは九州ブロック

。 、 、として どうぞと 熊本で直前の合宿どうぞ

施設も提供しますよという、そういうのが可

能かどうかですね、地域政策課長。

○梅本地域政策課長 スポーツ交流事業につ

きましては、新幹線でいろんな人に訪れてい

ただくための重要な柱だと思っておりまし

て、文化交流などともあわせまして煮詰めて

いく、その中で世界レベルのノウハウを蓄積

する機会だということでこの取り組みをして

おります。

具体的詳細には、観光物産総室のほうで誘

致活動に取り組んでいただいておりますの

で、そちらのほうから御説明をさせていただ

きます。

○守田観光物産総室長 観光物産総室でござ

います。

今竹口先生御指摘のように、食の問題です

とかいろいろございます。それで、我々とし

ては、これもいいチャンスであろうというこ

とで、今一生懸命取り組んでいるところでご

ざいまして、いろいろなつてを通しながら、
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今現実にある国と交渉しております。ただ、

国のほうが、そちらのお国のほうがまだ正式

な判断とか発表をされませんので、できます

ればもちろん早期に先生方に御報告をさせて

いただきたいと、そのように思っているとこ

ろでございます。

○竹口博己委員 ある国と交渉をという響き

がありましたけど、どこかフランス、降って

わいたようなというのかもしれませんので、

いろんなところに可能性を探りながらアプロ

ーチかけて、九州を、熊本をＰＲできたら、

それが新幹線と連動していけば大変な収穫が

あると思われますので、今後の努力を期待い

たします。

以上です。

○大西一史委員 今のドイツ水泳ナショナル

チームの北京オリンピック云々の話、直前合

宿地としてのお話がこれに書いてあります

が、県としてはどういう支援をされているん

ですか。これは熊本市では一生懸命やったと

いうような話は新聞報道で出ていましたけれ

ども。

○守田観光物産総室長 このオリンピックの

直前合宿につきましては、基本的には、最初

は教育庁の所管ということで動きがございま

した。教育庁が文科省等々と、オリンピック

委員会等々と協議をいたしまして、どういう

御協力ができるのかといろんな相談がなされ

たやに聞いております。その後、その国から

いろいろな御要望、非常に興味ある国からは

御要望が来るわけでございます。

その中でドイツについては、熊本市さんと

指定されて、特定の施設がございますので、

そのような形で進んだというふうに聞いてお

ります。もちろん、その話は教育庁に入って

いたと確認をしております。

その後、その他の国々につきましては、水

泳だけではなくていろいろなお話がございま

したので、教育庁とそれから県といたしまし

ては観光物産総室、一応お話をしていこうと

いう話を決めまして進めているというのが現

状でございます。

○大西一史委員 支援は、どんな支援……

○守田観光物産総室長 支援につきましては

それぞれ御要望が違うものですから、例えば

一つの例で申し上げますと、自転車競技とい

うところもお話がございました。その場合は

……

○大西一史委員 いや、そこはドイツについ

て。

○守田観光物産総室長 ドイツについては、

熊本市さんが直接なさいまして……

○大西一史委員 県は何もしていないという

ことなんですか。

○守田観光物産総室長 これは県に来る前に

そういう話で、熊本市ときちんと話ができた

と聞いております。

○大西一史委員 いやいや、ここに堂々と書

いてあるもんだから、これは県が指導してや

って、その結果として熊本市がやったのかな

というふうに思ったんですが……。

○守田観光物産総室長 済みません、この文

書はちょっと……。

○大西一史委員 こういうものを書くときは

書くで結構だし、こういうものを広めること

はいいことなんですけど、県がどういう取り

組みをしているのかということはとても重要

だと思うんです。その辺も機運づくりを何か
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今までしてきたのかといえば、ぽんと熊本市

からの発表があって、新聞見て、へえーみた

いな話ですよ、私たちからすれば。

それが今度の委員会の資料でこうやって記

されているということは、それは財政的な支

援も含めて何かされているのかなということ

をちょっと思ったもんですから不思議に思っ

たんですが、そういうことはないということ

ですか。

○梅本地域政策課長 先ほど申しましたよう

に、スポーツ交流につきましては、新幹線で

交流人口をふやす大きな柱だと思っておりま

す。熊本はこれまでもハンドボールとか世界

大会を開催するなど、あるいはキャンプ地と

してサッカーとかいろんな取り組みについ

て、誘致するなどの取り組みを行ってまいり

ましたけれども、その延長線上の中で新幹線

開業を見据えて、官民挙げて、あるいは各市

町村の取り組みも含めまして新幹線くまもと

創りを展開していく、そういった視点から御

紹介させていただいておりますので、ここに

挙げておりますのは必ずしも県事業だけでは

ございません。

委員御指摘でございますので、今後は気配

りをしながら、県としての視点について研究

しながら御紹介させていただきたいと考えて

おります。

○大西一史委員 何も書くなと言っているわ

けじゃないんです。ただ、やっぱりそういう

地域の取り組みと、それと県の独自でやって

いること、あるいはこれに対して、ここまで

こうやって黄色線、マーカー引っ張ってやっ

ている以上は、じゃこれから県は支援するん

だなというふうに思いますから、そういった

ことは今のところ考えておられないんでしょ

う、何か財政的な支援とかバックアップとい

うのは。

○梅本地域政策課長 ドイツの取り組みにつ

きましては、先方からの県に対する特別の対

応というのは求められておりませんので、今

の状況ではございません。

○大西一史委員 そういったことも含めて、

要望がないから何もしないというんじゃなく

て、やっぱりそういうほかの国々とも交渉を

いろいろするなり、オファーが水面下で何々

であるというような状況であれば、やっぱり

この機会をとらえて、熊本というのはそうい

う場所に適地であるということをＰＲするた

めにも、県も財政的には厳しいですからなか

なかできない部分があると思います。

ただ、例えばそういう施設あたりをどうい

うふうに有効に活用していただくかとか、そ

ういう例えば宿泊施設であるとか、食事の問

題であるとか、そういったことも含めて、県

が何ができるのかということを主体的に考え

て今交渉されていると思いますが、これをや

っていただきたい。

熊本市あたりとも、それから各自治体とも

連携しながら、これはきちっと支援なりなん

なり、できる限りのことをやっていただきた

、 。いというふうに これは要望をしておきます

以上です。

○小杉直委員長 執行部は、大西委員が言っ

た意見の方向でしっかり取り組んでくださ

い。

ほかにございませんか。

○髙野洋介委員 先ほどの大西先生の質問と

ちょっとかぶるところもありますけれども、

八代では物産展示を松中記念館もするという

のは、これは市がすると思うんですけども、

県は……

○小杉直委員長 何ページに載っています

か。
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○髙野洋介委員 17ページの上の方に、新八

代駅周辺では松中記念館の建設が具体化とい

うのは市がされるわけですから、県として何

か手伝いなりなんなりする考え方はあられる

んですか。

○梅本地域政策課長 この件につきまして

は、要するに駅周辺の交流拠点づくりという

ことで市からも相談があっておりまして、財

源面の相談とかがあっております。例えば起

債の相談とか、あるいは補助金の相談とか。

県としても精いっぱいの対応をしたいと考え

ております。

○髙野洋介委員 ちょっとお尋ねしたいんで

すけれども、新八代駅とか新水俣駅が今開業

。 、をしているじゃないですか そういった中で

今どういうふうに県は位置づけられているの

かなというのがちょっとした疑問なんですけ

れども、余り活気がないように思えるんです

けども、今後県はどのようにこの新八代駅と

新水俣駅を生かして、プロジェクトを生かし

ていくのかというのをちょっとお尋ねしたい

んですけど。

○梅本地域政策課長 新八代駅、新水俣駅の

既存の新幹線駅周辺の整備の考え方でござい

ますけれども、特に新八代駅につきましては

県・市で協定を結びまして、道路とかの基盤

整備につきまして、役割分担のルールをつく

りながらの取り組みをしてまいりました。

ここに挙げております松中記念館とか物産

館以外にも、地元の白百合学園ですか、学校

の集積などが進む予定になっておりますし、

ホテル等の進出も進んでおります。こういっ

たものについては、細かいですけれどもいろ

んな点で、例えばふるさと融資という無利子

融資をする制度などを私ども持っております

ので、細かい形の中で県も関与しながら取り

組みを支援しております。

委員のおっしゃるように、部分開業はいた

しましたけれども、全線開業までには駅周辺

整備が十分ではないのではないかという御認

識だと思いますけれども、私どもも同じよう

な視点を持っておりまして、市とよく相談し

ながら、できるだけ全線開業に向けて、駅周

辺整備についてはいろんなところのノウハ

ウ、いろんな取り組みについても市と御紹介

しながら、あるいは御相談しながらの一層の

充実を図っていきたいと考えております。

○髙野洋介委員 地元の方は、正直言いまし

て新八代駅とかは完全なる通過駅になってお

るというようなことも聞いておりますし、実

際私も利用しますと、２階に行ったら自動販

売機しかないんですよ。何も買い物ができな

いというような本当にさびれた駅になってし

まっておるもんですから、これを機会にもう

一回県として、ＪＲと協議をしながらやって

いただきたいと思うております。

土木部には要望なんですけども、八代市か

ら県道のことが要望に上がっていると思うん

ですけども、その動きが全く見えないという

要望がありますので、そこら辺も含めてしっ

かり考えて、郡部からのほうが非常に利用し

にくいもんですから、郡部からの利用客に対

して利用がしやすいような基盤整備もよろし

くお願いしたいというふうに思っておりま

す。

以上です。

○小杉直委員長 ほかにございませんか。

○藤川隆夫委員 アートポリス事業によっ

て、実は東駅前広場と市電電停との設計にも

着手ということで、別にアートポリス自体が

悪いとは思いませんし……

○小杉直委員長 何ページ……。
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○藤川隆夫委員 これは16ページです。

これはどうせやるなら、なぜこれを西口と

分けてやったのかということが１つ、熊本駅

周辺をなぜアートポリスでやらなきゃいけな

いかという具体的な理由、その２つ説明して

ください。

○梅本地域政策課長 アートポリスは、具体

的に土木部のほうで所管して全体を進めてお

、 、りますけれども 熊本駅周辺につきましては

駅周辺自体の要するに交流拠点としての魅力

度アップ、あるいは駅舎自体の、駅舎あるい

は駅周辺自体の集客効果、そういったものを

図りたいと考えております。そういったこと

で、アートポリスによって例えば韓国からの

視察団などもどんどん今来ておりますし、そ

ういった視点から誘客ができるのではないか

という観点がございます。

また、これはもちろん建設行政の中でアー

トポリス事業をこれまで進めてまいりました

ので、その摘要として熊本駅周辺が新たに整

備されるということの中で、こういった取り

組みをしている状況でございます。

○藤川隆夫委員 もう１点言ったと思います

が、なぜ東と西を分けてこれはやったのか。

どうせやるなら、同じようなイメージでつく

っていかなきゃいけないわけだと思うんで

す。であれば、切らずに一括して設計させれ

ばいいじゃないですか。なぜ切ってやった。

○長野新幹線都市整備総室長 新幹線都市整

備総室ですけれども、アートポリスにつきま

しては――座って失礼します、一応東口につ

きましては暫定整備と本格整備があるという

ことと、それと西口につきましては熊本市が

区画整理等の中でやるというところで、事業

主体が違うから一緒にできないということは

なかったんですけれども、検討する時期あた

りも違った部分があったんだろうと思います

けれども、そういったいろいろな点で分かれ

てアートポリスをやるようになった。

やり方も、アートポリスは県内の４社と大

手の東京の４社を入れてプロポーザル方式で

やっておりますし、西口のほうは一般公募と

いうだけで今度はどなたでも応募できるとい

う、違う形のアートポリスをやっているとい

うところもございまして、数もやり方が違う

というところと、事業主体が違うというよう

な、そういった点も含めまして過去の、初め

の出だしがわかりませんけれども、そういっ

た格好になっておるんだろうと思います。

○藤川隆夫委員 非常にわかりづらいんで

す （笑声）同じ地域じゃないですか。であ。

れば、当然融合したものをつくっていかなけ

ればいけないと思うんです。その部分の融合

性はちゃんと図ってもらわなければ困ります

し、また最近ちょっと出ていた新八代駅の前

にアートポリス事業でありますよね、何かわ

けのわからぬ箱みたいなやつが （笑声）言、

うちゃ悪いですけど、そういうような無駄な

ものは当然つくってほしくないし、つくった

後にはきちっと整備ができる、余りお金がか

からなくてきちっとメンテナンスもできるよ

うなものにしていかなければいけないし、当

然機能的なものも求めていかなきゃならない

でしょう。デザイン的なものも当然あると思

うんです。

その部分も含めてやっぱりちょっと考えて

いかなきゃいけないんだけど、こういう発注

の仕方すると、恐らく整合性はとれないと思

うんです。

○長野新幹線都市整備総室長 一応デザイン

につきましては、熊本駅周辺全体を含めた都

市デザイン会議というのがございまして、そ

こである程度全体的なコーディネートをして

いただくような格好になっておりますので、



- 13 -

そこは県民の皆様の意見も取り入れながら一

体的なデザインになるように、コーディネー

トするように仕組みはつくっておりますの

で、その中で検討していきたいと思うており

ます。

ただ、分けた経緯については、今ここで私

もわかりませんので、確認させていただきた

いと思います。

○藤川隆夫委員 それでは、わかりました。

結構です。

○山本秀久委員 今アートポリスの問題につ

いてちょっと関連しますけれども、私は別の

角度。

今までにアートポリスでやったやつは、そ

の地域ではいつも問題ができておるわけで

。 、す どうしてこういうのをつくったんだとか

どうしてこういうデザインだということが多

いんです。だから、前にも私指摘したことが

あるが、アートポリスの事業を。よっぽど地

域に合ったようなやり方をせぬと、実情がわ

かっていてやったんじゃなくて、でき上がっ

てみると何か華々しく見えるけれども問題が

起きていると。

そういうことが往々にして多いところに目

を、何で県の人たちがコーディネートしない

のかなと。ただ、有名なデザインですからと

かていうだけで酔いしれているような面があ

るから、今後それに気をつけてください。一

応それだけ申し上げとく。

○渡邊土木部長 今山本委員がおっしゃった

確かに批判というのはこれまでもありまし

た。そういうのを踏まえた上で今、伊東豊雄

コミッショナーの元で今アートポリスやって

います。このコミッショナーの考え方という

のは、大体地元の考え方、地元の若い建築家

を育成というのが一つの大きな柱だし、地元

の資材を使うとか、いろんな考え方、そうい

う意見を聞きながらアートポリス事業を進め

ていこうという考え方で、やはりそういった

批判の上に立って改めながらやっていこうと

いうことを目指して今取り組んでおります。

○山本秀久委員 今部長が言われたように、

そういう感触を持って今後進めてもらわぬ

と、後つくって、膨大な金を使ってやってい

て結果的にだめなんだ。だから、ただそのア

ートポリスというだけのイメージに酔いしれ

ている点があるから、そこはよっぽど気をつ

けてください。

以上です。要望でいいですから。

○平野みどり委員 アートポリスに関してで

すけど、韓国からたくさん建築家の卵の方た

ちとかが見にこられています。ぜひそういっ

たいいところと、そして今になったらこうい

うところが問題だったと思うという部分は丁

寧に伝えていかないと、海外に悪い例が伝播

していったらいけないなという思いを、いつ

もあの報道を見るたびに思うので、ぜひそこ

は押さえていっていただきたいなと思いま

す。

○小杉直委員長 答弁はどなたに、要望です

か。

○大西一史委員 一応そういうことで、今市

が東口、西口含めたアートポリス駅周辺整備

の話が出ましたけれども、12月に西沢立衛さ

んが設計者と、東口駅前については選定され

たということで、これは土木部のほうからも

報告があったところでありますけれども、こ

の方、先ほどの話で伊東コミッショナー、で

きるだけ地元でというような話で、地元も４

社、それから県外も４社ということで、ある

程度それは選定基準があってあれしたんでし

ょうけれども、地元がというんであれば、最

初からそれは地元でやるということも考え
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て、念頭に置いてやってもよかったんじゃな

いかと思うんですけど、どうなんですか。

○渡邊土木部長 地元の若い建築家を育てる

という、そういう考え方の中で今進めていま

すけども、あそこの場合にはある程度日本全

体で有名な方と、あと地元の方でそういうの

にチャレンジしたい方がおったらということ

で、４名公募があったということで、そこで

同じ土俵の上で競ってもらった、その結果が

西沢さんになったということで、地元の方、

そして全国の方、あわせたところの審査であ

ったということでございます。

○大西一史委員 今土木部長の答弁では、そ

れは審査過程について別に疑義があると言っ

ているわけではなくて、それはプロポーザル

の結果西沢さんがこれはいいという判断でそ

ういうふうになったんでしょうから、それは

いいんですけれども、やっぱりこの前特別委

員会でも視察にいきました金沢駅あたりは、

余りそんな有名な建築家ということではなく

て、地元の人がほとんどやって、しかも余り

お金がかからないように地元の大学の先生で

あるとか、何かそういった方をできるだけ採

用したというような工夫があっていると。

今さら、今決まったことをほじくり出して

もしょうがないんだけれども、やっぱりその

辺の何というか進め方というのがまとまりが

ないという部分に関しては、藤川先生おっし

ゃるとおり東口と西口の連携も含めてですけ

ども、本当に熊本駅周辺というのはこれから

どうなっていくんだろうというのが、こんな

状況で本当にまとまっていくんだろうかと、

結果的としてできたときは、何かあの辺がち

ょっと連係ミスだったとかいうことがないよ

うに、都市デザイン会議あたりでもしっかり

協議をしていただきたいということを、それ

は要望をさせていただきます。

それと、もともとこの東口の駅前広場の整

備については、これは安藤忠雄さんのスケッ

チがあったと思うんです。これは金かけて安

藤忠雄さん、超有名建築家に頼んだというこ

とでスケッチを頼んだ。それはどこでどう反

映されるのか。

○長野新幹線都市整備総室長 安藤さんにつ

きましては、在来線の駅舎につきましてデザ

インスケッチをお願いしておると。先ほどの

アートポリスは駅前広場についてしておりま

すので、そこは一応仕分けはしております。

ばらばらということを言われるかもしれませ

んけれども、そういう仕分けはなっておりま

す。

それで、安藤さんにつきましては、現在あ

そこは鉄道施設の上に建つ駅舎ですので、い

ろいろな条件がございますので、そういった

ＪＲとの条件あたりとか、建設コストとか維

持管理の面も含めて、ＪＲと打ち合わせした

結果をもって今のところ安藤事務所と下打ち

合わせをやっておる段階で、まだ委託までは

至っておりません。そういう状況でございま

す。

○大西一史委員 それは、また委託してさら

に進めていくというか……。

○長野新幹線都市整備総室長 あれはあくま

でもデザインスケッチで、こないだ３月に出

したものはあくまでも外観をデザインスケッ

チしただけですので、まだ構造的なものをし

ていませんので、今後基本設計、実施設計と

いう形に進める中で、まだ基本設計をお願い

していない、まだ外観の絵をかいていただい

ただけという状況で、今後駅舎施設が鉄道施

設の上に建ちますので、そういう構造的なも

のも含めて設計していただくという、本格的

な基本設計をしていただくということについ

ては、ＪＲと県と安藤事務所と協議がまだ下

打ち合わせ中ですので、正式な委託までは入
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っていない状況でございます。

○大西一史委員 今の説明を聞いたら、だん

だんだんだん私はわからなくなってきて、関

係者がいろいろ出て、場所も違う、駅前の広

場とそれから駅舎の部分、それから新幹線の

部分と西口の部分とか、いろいろこれは分か

れておると思いますけど、要は全体的な――

いろんな人に頼むのは結構ですよ、だけど全

体的な整合性がとれるのかどうなのか。みん

な安藤忠雄さんが全部設計してこれをやると

いうふうに受けとめている人も多いわけで

す、県民の中には。だって関係ないわけです

よ。駅舎も駅前広場も、熊本駅周辺というこ

とに関して一体なんです、県民から受けとめ

てみれば。その辺がよくわからない。

だから、やっぱりこの辺の手続的には何か

次々にいろんなことを出しているけれども、

何だか本当にまとまるのかしらという感じが

しますので、その辺のコーディネートについ

てはもうちょっとわかりやすくやってもらい

たい。

さらには、県知事、潮谷知事は、パークス

テーションということをずっと言っておられ

て、駅前広場を整備すると言ってこられたわ

けですね。これは僕は本会議でも質問しまし

た。しかし、パークステーションの理念とい

うのがなかなか具体化しないというか、よく

わからない部分があるということで、そのと

き質問させていただいたわけです。

では、このパークステーションの理念とい

うのは今どうなっているんですか。どこにど

う具体的に反映されているんですか、そのパ

ークステーションのというのは。どう位置づ

けているんですか、今県は。

○梅本地域政策課長 パークステーション構

想につきましては、新幹線新熊本駅の周辺整

備基本計画の中で63ヘクタールですか、と万

日山とか、あるいは阿蘇を眺望するとかいっ

たアメニティー軸をいかに構成するかといっ

た視点も含めまして、駅周辺の駅の直近部だ

けでなくて、全体のコンセプトのあり方とい

うことの中で位置づけながら計画づくりして

おります。そのもとに現在用地交渉等が進め

られ都市計画等の手続が進められているとい

った、大筋の流れはパークステーションを踏

まえた基本整備計画にのっとりながら事業を

進めているといったところでございます。

また、先ほどから議論になっております事

業主体が、在来線の駅舎につきましてはＪＲ

九州が発注主体でございますし、駅前広場に

つきましては県・市、都市側といいますか、

地元側が主体ということの中でそれぞれ違

う。しかしながら、委員が御指摘のように、

その一体性なり統一性というのがもちろん必

要ですので、そこにつきましては今のよるべ

きものとしては整備基本計画、この考え方に

立ちながら、具体的には先ほど上がっており

ました都市空間デザイン会議等の場で調整を

しているところでございます。

○大西一史委員 とにかくこうやって、何か

ばらばらばらばらでやっているようなイメー

ジもあります。実際には現場では一生懸命ひ

とつになってやろうとしているんだろうと思

いますが、やっぱりこういう発注者も違う、

それから県も関与、市も関与、設計者もいろ

んなばらばらということで、やっぱりまとめ

役が一体だれなのかということがはっきりし

ない。

だから、きちんと都市デザイン空間会議が

イニシアチブをとるんであれば、これは岸井

先生が代表のやつでしょう、こういうのをど

こか主体でやってきて、その結果こういうふ

うに今なっていますと、進捗状況をきちっと

県民にわかるように示していただくように、

これは要望をさせていただいておきます。

以上です。
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、 、 、 、○小杉直委員長 熊本市 熊本県 国 ＪＲ

、 、 、鉄道機構 民間 その他関係団体多数の中で

非常に難しい局面がありますが、県が引き続

きリーダーシップをとって、横の連携協力を

しながら取り組んでいただきますようにお願

いしておきます。

委員の方にちょっとお願いします。横の打

ち合せをするときに……

○早川英明委員 観光物産総室長にお尋ねを

します。

平成17年度から本県大型観光キャンペーン

を展開をしてまいりましたその成果として、

まず17年、18年、19年度はまだ出ていないで

しょうが、集客その他についてはそれぞれの

これまでの委員会で、宿泊あるいは日帰り客

が増加をしておるというふうなお話でしたけ

れども、この中で「九州じゃらん」等を含め

ましたそれぞれの観光雑誌等がございますけ

れども、そういう中に本県のそれぞれの何と

いいますか、地域性といいますか、九州の位

置づけにいろんな調査がありますね、雑誌独

自の調査が。その中に、他県と比べて我が県

のいろんな施設のランクづけというのは、わ

かりますか。

○守田観光物産総室長 今先生のお話にござ

いました「じゃらん」でございますと、１年

に一遍そういう調査をされております。その

流れは黒川温泉等と、それから涌蓋温泉、そ

れから植木の今新しい温泉、平山温泉と、こ

の辺が非常に人気が高いというところでござ

いまして、九州全体の中でも、大体10の中に

は３つ、４つは熊本県が入ると、そういう状

況でございます。

○小杉直委員長 ほかにはございませんか。

○佐藤雅司委員 欲張って３つの質問でござ

いますが、別に、素朴な質問でございますか

らそのようにお答えいただきたいと思いま

す。

１つは、書いてあるかもしれませんが、私

も見落としたかもしれませんが、試運転がい

つから始まるのかというところが、ひとつ教

えていただければと。聞くところによると来

年という話もあるし、やっぱり試運転が始ま

りますとぐっと盛り上がってくるということ

で、試運転のアバウトな期日といいますか、

わかっておればお伺いしたいと思います。

それから、２月の12日、14ページでござい

ますけれども 「ＫＡＮＳＡＩ戦略」の会議、

がございました。その中で、口を滑らせたと

いうふうにおっしゃっておりましたが、ＪＲ

九州の営業本部長の唐池さんが、口を滑らせ

ましたというふうにおっしゃっておりました

、 「 」 「 」が 今 1962 というのがＪＲ あそＢ０Ｙ

の後継として走っておりますが、新幹線の開

業に合わせて、開通に合わせて次のことを考

えているんだということでございます。それ

を、大体どの辺まで、まあ言えないかもしれ

ませんが、言える範囲内で結構でございます

のでひとつお願いしたい、それが２点目でご

ざいます。

、 、３点目が 実は受け皿づくりということで

それぞれ地域のプロジェクトを、いろんな新

幹線づくりの中でずっと各振興局あるいは地

域の中で、あるいは全体でやってきていただ

いております。そのことは本当に結構なこと

だろうというように思いますし、地元も少し

ずつは盛り上がってきました。

そういう中で、横軸の中で阿蘇ということ

が、こないだ「ＫＡＮＳＡＩ戦略」の中でも

非常に大きく出していただきました。地元と

してもありがたいという反面、責任の重さ、

それからこれからどうやって受け皿づくりを

していこうかということでいろんな模索、そ

れから中味もソフト・ハードを含めて今から

頑張っていかなきゃならぬというふうに、地

元の人たちも一生懸命今やっているわけで
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す。

その中で、例えば黒川であるとか杖立、南

阿蘇、こういったところはある程度その手法

というものが、ある意味どのくらいのパーセ

ントかわかりませんけれども進んでおるとい

うふうに考えます。しかし、まだまだこれま

でいわゆる火口観光が中心であった、あるい

は団体客、修学旅行を中心であったものから

脱皮して、今の時代に合う観光のいわゆる具

体的な宿泊客に対応した、団塊の世代に対応

したいわゆる設備投資をしなきゃならぬとい

うことの中で、どうもいろんな融資を受けた

いけど、その辺がまだまだ貸し渋りといいま

すか、出し渋りといいますか、やっていけな

いというような話があります。

その辺をどの程度把握をされているのか、

その辺のところを３つお尋ねさせていただき

たいと思います。

○小杉直委員長 ３点ありましたが、１つず

つ。

○小林交通対策総室長 交通対策総室でござ

います。

１点目の御質問の試運転ということでござ

いますが、ＪＲと意見交換をする中では、ま

だ決定をしていないという状況でございま

す。ちなみに、南の鹿児島中央から新八代ま

での間の試運転につきましては、開業半年前

程度から始めたというふうに聞いております

が、今後のハードの出来ぐあいでありますと

か、23年春開業を見据えてどこら辺から具体

的に車両を持ってくるかというのは、これか

らの検討になるかなというふうに考えており

ます。

○小杉直委員長 ２点目につきましては…

…。

○梅本地域政策課長 観光列車の新たな導入

についての御質問でございました。シンポジ

ウムの席上唐池常務が、まあ口を滑らせたと

言いながら明言をいたしましたので、阿蘇に

向けての新たな観光列車については大変希望

が持てると思っております。

「1962」を導入いたしまして、これが古い

車体を使った観光列車でございましたので、

耐用等も踏まえまして新たにしたいというの

がＪＲ側の意向だと聞いております。

私ども盛んに働きかけを行ってきましたけ

れども、あの席であのような形でアナウンス

されたのが公的に初めてだったもんですか

ら、そういった意味でのそれ以上の情報とい

うのは余り持ちませんが、開業時に、あるい

は開業後に観光列車を走らせるのではなく

て、開業前にできるだけ走らせてもらいたい

ということでこれまでも取り組んできました

し、阿蘇のみならずほかの地域、球磨川地域

とか、ほかのところにも観光列車をたくさん

走らせていただきたいということで、これま

で以上の働きかけをしていきたいと考えてお

ります。

○小杉直委員長 ３点目につきましては…

…。

○守田観光物産総室長 観光物産総室でござ

います。

今先生御指摘の貸し渋りの件でございます

けれども、恐れ入りますが、貸し渋りについ

ては阿蘇からそのような情報は入ってはおり

ません。我々のほうは、先生も御存じのとお

り、観光施設整備資金融資という制度を持っ

ております。これはここ数年なかなかご利用

をいただけないもんですから一生懸命に、例

えばことしでありますとパンフレットをつく

りまして回りましたり、商工会議所を回った

り、商工会を回ったり、いろいろお使いいた

だくようにということでお願いをして回りま

したけれども、現在のところ、阿蘇からその
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ようなお話は入っておりません。

ただ、１点、阿蘇のある観光業者の方から

運転資金についてのお話がございました。運

転資金につきましては、観光施設整備資金の

ほうは施設資金だもんでございますからそこ

はちょっと対象外で、それは金融課のほうに

融通資金はありますよというお話をしたとこ

ろでございます。

以上でございます。

○佐藤雅司委員 １、２点目については了解

しました。

３点目の貸し渋り融資ですね、やっぱり新

しく50年、あるいは100年に１度の大きな出

来事だということですから、我が家でもそう

ですけれども、お客さんが来る、あるいは新

しくあれするとなれば、畳がえをしたり、玄

関口をあけたり、ふろ場を解体というのは当

たり前の話なんで、ぜひともこの機会に、今

韓国からのお客さんもぐんぐんふえておりま

す、そういうことで、結構営業のほうはまあ

まあの状態で落ち着いているだろうというふ

うに思いますが、やっぱり国際観光都市とし

て頑張っていくためには受け皿、重ねて申し

上げますけども、そうした今の時代に合うつ

くり方をしなきゃならぬと。

どうも県だけの話じゃなくて肥後銀行さ

ん、いろんな金融機関を初め、そういったと

ころにいろんな相談をしているらしいんです

けども、そういったところが余りいい返事を

してくれないということですから、やっぱり

これは官民挙げてやるべき話だろうというふ

うに思いますので、その辺も状況を把握をし

ていただくとともに積極的な、こういうとき

こそやっぱり経済が、景気上向くチャンスだ

ろうというふうにとらえておりますので、そ

の点の指導をお願いしておきたいと思いま

す。

答えは……。

○小杉直委員長 要望でございますか。

次、福島委員、そしてその後西委員に続き

たいと思います。

○福島和敏委員 22ページですが、阿蘇くま

もと空港とのアクセスのことについて。この

ことは小林総室長に御意見を聞きたいんです

が、中長期的施策ということで、定時性の確

保はこれは当然なんでしょうけど、最も可能

性のあるアクセス手法として、豊肥線の延伸

というようなのが載っておりますね。

投資的規模、私が聞いているのは400億ぐ

らいかかるんじゃないかという話です。その

400億のメリットを考えてみた場合、確かに

時間的な問題、その他するといいかもしれま

せんけど、沿線の活性化、産業活性化、そう

いうものを入れるとそのメリットあるかなと

思いますけど、どう考えても今の豊肥線、渡

辺県議の一般質問にもあったとおり、単線で

しかも高架でもないというような中で、そこ

で列車を走らせて果たして時間的なものがど

のくらいリムジンで、今はリムジンが対象に

なっていますけど、時間短縮ができるのか、

果たしてそれだけの投資的規模の中でこれは

いいという、メリットがあるという表現だろ

うと思います。

私は、これをずっと引っ張っていいのかな

と私個人思っておるんです。中長期的になる

と、あなた熊本にいませんよ。だからいない

中で、本当にこれは今からずっとこの委員会

なりこの課題として引っ張っていっていいの

かなと。いないあなたがどう思うのかという

ことが非常に興味があるんですけど、いかが

でございますか （笑声）。

○小杉直委員長 いるかいないかわかりませ

んが…… （笑声）。

○小林交通対策総室長 熊本に永住するわけ

ではございませんが、常に熊本の将来のこと
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を考えて真剣に仕事をしております。その中

で、空港アクセスの関係でございますけれど

も、現在のところ、これまでの積み重ねの中

で空港アクセス、鉄道本体だけでもまあ300

億円ぐらいはかかるだろうと考えておりま

す。ほかに、この鉄道を採算に合うものとす

、 、るためには 仙台空港アクセス鉄道と同様に

一定の周辺開発を伴わないといけないだろう

というふうに考えております。ちなみに、仙

台空港のアクセス鉄道につきましては、350

億円程度の区画整理事業を行ったということ

だそうでございます。

こうしたことを踏まえて、あとは先ほどの

豊肥線の今後のパワーアップをどうしていく

か、こうした議論を絡ませながら、空港アク

セス鉄道の可能性というものはもう少し時間

をかけて考える必要があるかなというふうに

思っておりますが、いずれにしても豊肥線沿

線、一般質問のところでも小宮部長からもお

答えいたしましたけれども、豊肥線沿線の住

宅の集積でありますとか産業の集積を考えま

すと、この豊肥線をどう生かしていくかとい

うことが今後の検討のかぎになってくると考

えております。

○小杉直委員長 それなら、西委員の前に関

連して平野委員。

○平野みどり委員 空港の問題ですけれど

も、渡辺県議の質問の中であったかどうかち

ょっとわかりませんけれども、これは騒音の

問題で、エアカーゴの問題がちょっと今頓挫

していると思うんですけれども、私は熊本空

港の生きる道はそこかなと。周辺の住民の皆

さんの騒音対策を十分やらなければいけない

し、その点に関してはまた新たに考えていか

なければいけないことはたくさんあるわけで

、 、 、すけれども 本当に300億 400億のアクセス

これは将来にとって大事なことではあると思

うんですけれども……。

旅客という部分で考えるときには、九州新

幹線ができてしまうと、できるだけやっぱり

熊本で乗りおりしてほしいと思いつつも、や

っぱり福岡空港のほうに流れたり、鹿児島に

流れたりすることはあると思うんです。最大

限に熊本の例えば県産品を首都圏に運ぶだと

か、大阪に運ぶだとかというようなことも考

えたときに、生鮮食料品ですが、やっぱりエ

アカーゴの問題というのはこれは避けて通れ

ないかなと思うんですが、そういった検討と

いうのは今どんなふうになっていますか。

○小林交通対策総室長 今回の県知事選挙の

中でも各候補者のマニフェストの中にある施

策でございますので、私のほうからなかなか

一言で申し上げるのは難しゅうございますけ

れども、現在までのその後の状況でございま

すが、３年前の日本航空による夜間貨物便が

延期されて以来、キャリアである日本航空側

からは具体的な点はその後は来ておりませ

ん。

その一方で、空港周辺の住民の方々が、空

港創立以来空港周辺の対策に対する不満が非

常に高かったということを踏まえまして、空

港周辺の対策協議会をつくって、これまで駐

車場を運営している空整協から多くの資金を

引き出して各種の対策を講じてきたわけでご

ざいます。

これが行われたからといって、すなわち住

、 、民側が 今後そうした夜間便でありますとか

国際夜間攻勢に対してすぐに了解するといっ

たところまではちょっと距離があるかなとい

うふうに感じますが、今後新知事の御意見も

踏まえまして、この対策について検討をして

いくべきものと考えております。

○西聖一委員 段山島崎線のことについてお

尋ねしますけれども、１週間前に熊日にこの

件が載っていまして、９月のこの委員会の中

でも、つけかえ路をちゃんとつけて対策して
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いますということでしたけども、あの新聞を

読む限りでは、相当な渋滞があって大変なこ

とだと書いてあったんです。

この工事が、23年開通した時点で解消をす

るのか、もしそうでなければきちんとした対

策をしておかないと相当問題になると思うん

ですけども、その点についてお尋ねしたいと

思います。

○長野新幹線都市整備総室長 新幹線都市整

備総室です。

段山陸橋の撤去につきまして渋滞が懸念さ

れるということで、何日か前に新聞報道が出

ておった件だろうと思いますけれども、現在

代替道路ということで、現在の橋の南側に仮

踏切を使った仮設道路を整備する予定ですけ

れども、それがちょうど野口清水線の開通と

もダブルということで渋滞が懸念されると、

非常に地元の方は心配されているというよう

なお話が載っておったわけでございますけれ

ども、これにつきましても一応仮設道路の代

替道路と、電車道路のほうですね、あそこの

ほうにも一応右折・左折専用レーンあたりを

設けまして、信号機等で今のところ交通を流

す予定にしております。

ただ、御心配されますとおり、野口清水線

が開通しますと、当初予想されていた交通量

が、大体１日に2,000台ほどふえるだろうと

今のところ見込んでおりますけれども、それ

を見込んだ上での今のところの対策でござい

まして、正式には開通してみないと、どうし

ても今の時点では混雑するだろうというよう

な懸念は持たれるかもしれませんけれども、

そのあたりは十分頭に入れたところで対策を

練っておりますし、仮設道路を開通しまして

も交通量調査等を実施しまして、必要であれ

ばその対策をまた検討しようというふうに考

えております。

○西聖一委員 では、開通後は今のもとに戻

るという話をそのまま継続されるわけでしょ

う、そのつけかえ道路のまま。それとも、も

とに戻して交通の流れを今の現状に戻すわけ

ですか。

○長野新幹線都市整備総室長 開通後は陸橋

は撤去してしまっておりますのですぐにはつ

けかえできませんので、そこは何年か交通渋

滞しても、信号処理とか、ほかに誘導すると

か、そういった対策を十分とっていく必要が

あると思っております。

○西聖一委員 当然予想されていることです

から、早急にやっぱり住民の方にもちゃんと

お示しできるような策を検討をお願いいたし

ます。してあると思いますけれども、あの新

聞の報道を見る限りでは、住民の不安をかき

立てるだけだったかなと思いますので、よろ

しくお願いします。

○小杉直委員長 要望でいいですか。

○西聖一委員 はい。

○山本秀久委員 １つだけ要望。

交通対策室長、あなたに一応申し上げてお

くことは、アクセス道路の問題、おれんじ鉄

道の開通式のときに、あのとき問題点が３つ

指摘しておいたやつが問題出てきたですよ、

それを踏まえてこの問題を検討していく、以

上、それだけ申し上げておきます。

○小杉直委員長 ほかにございませんか。

○藤川隆夫委員 観光物産総室長に。

いろんな戦略で観光振興を図っていらっし

ゃいますけど、ずっと内容を見てみますと、

実は南九州のほう、鹿児島、宮崎、大分に関

する記述が全くないんです。この付近はどう

いうような戦略を考えて今後……
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○小杉直委員長 藤川委員、何ページ……。

○藤川隆夫委員 何ページというわけじゃな

いんです。

○守田観光物産総室長 今先生御指摘の南九

州関係につきましては、南九州観光開発調査

委員会の先生方の御指導をいただいておりま

すし、我々事務方としては、南九州３県の事

務方の委員会を持っております。連携しなが

ら、予算まで別に我々負担しながら連携をし

てやっておりまして、一部は先ほど地域政策

課長からもお話があったと思っております。

とりわけ、ポイント、ポイントを書いてお

りますので、そこはちょっと外させていただ

くだけでございます （笑声）。

以上でございます。

○藤川隆夫委員 わかりました。

○大西一史委員 ４ページで、平成19年度、

要は予算の配分についてはしっかり、平成20

年度は対前年比12.8％増ということで、熊本

県分については545億円が配分される予定と

いうことになったということで、この財源に

ついていろいろきちっと予算が確保されて工

事が進捗していくと思うんです。

そういう中で、政府・与党の整備新幹線の

新規着工に向けたワーキンググループという

ものの中で、開業後にＪＲ各社が国に施設貸

付料というのを、これを国が収入として見込

まれるということで、これを新幹線延伸によ

って発生する受益の一部ということで前倒し

をして、国が受け取ってそれを着工財源にす

るというような議論があっていて、それに対

してＪＲ各社は大反発をしているということ

で、今これは膠着状態にあるというふうに思

いますが、この前倒しの対象の中に、新八代

―博多間のこれは入っているんですね、今政

府・与党のワーキンググループのこの検討の

中に。

これ大体どのくらいの財源が、施設貸付料

というので出てくるのかというのが、今わか

るかどうかというのが１つ、わかれば教えて

いただきたい、わからなければ後から教えて

いただきたいんですが、この状況について何

か状況調査をしているのかどうかお尋ねをい

たします。

○小林交通対策総室長 今委員の御意見の点

、 。については 手元に現在資料がございません

また調べまして御報告いたします。現在のと

ころ、これに関しては特に動きは県としては

しておりません。

○大西一史委員 こういうちょっと今国の動

きが、少し新幹線の新規着工の財源問題も含

めてにわかにいろんな動きが出てきて、ＪＲ

等もいろんなことをやっているというふうに

聞いておりますから、この辺の動きについて

はしっかり県としても注目しておいていただ

きたい。ましてや、直接県費にかかわること

がないかもしれませんけれども、やっぱり貴

重な財源に対してどう確保するかということ

での議論ですから、これはしっかり押さえて

おいていただきたいというのが今のお尋ねの

趣旨でございますので、しっかりよろしくお

願いします。

それと、引き続き委員長よろしゅうござい

ますか。

これは並行在来線の問題、これはさきの委

員会でも申し上げましたけれども、やっぱり

非常に厳しい運営を全国どこの第三セクター

鉄道事業会社もやっているということで、非

常に苦労しているということです。

そういう中で、国に対して12月議会でもた

しか申し上げたというふうに思いますが、将

来的にこの辺の赤字をずっと垂れ流している

状況というのを解消するために、何らかのお
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願いをしていかなければならないということ

で、ぜひそういったことも考えてほしいとい

うふうに申し上げたんですけれども、12月の

特別委員会で申し上げたと思いますが、その

辺について何か委員会後に動かれたことがあ

るのかどうか、それが１点。

それからもう１つ、並行在来線については

この前の自民党の税制調査会で、2008年の税

制改正で、ＪＲから経営分離された三セクに

ついての税制優遇を延長するということを決

めたというような報道があっていました。

現在の特例措置というのは10年ですから、

まだその期間内に肥薩おれんじ鉄道はあると

いうふうに思いますが、信濃鉄道あたりは20

07年までということで、2008年から切れてし

まうわけです。これを多分救おうということ

もあって、税制優遇の延長をするということ

を議論されているというふうに思うんです

が、現在税制優遇はどのくらい肥薩おれんじ

鉄道で額的になされているのか、それをちょ

っと聞かせていただきたいというふうに思い

ます。

○小杉直委員長 たまには本坂新幹線・並行

在来線対策室長から答弁させてみらぬです

か （笑声）。

○本坂新幹線・並行在来線対策室長 突然の

御指名、ありがとうございます （笑声）。

まず、第１点目の国への動きでございます

けど、ことしの２月７日、自由民主党のおれ

んじ鉄道対策議員連盟ができまして、私ども

の部長がそこに参りまして、議員連盟の方々

にいろんな今の実情を御報告したところでご

ざいます。

議員さんとしましては、今後７月の概算要

求に向けましていろんな検討、特に今回の、

先ほど先生が御質問されました新幹線スキー

ムの中で、並行在来線の問題をきちんと議論

していくということになっておりますので、

その中できちんと議論して何らかの結論を出

していくということになりましたので、それ

を期待しながら今後とも取り組みを進めてい

きたいというふうに考えているところでござ

います。

それから、２点目の税制優遇のことなんで

すが、おれんじ鉄道は平成16年にできまして

平成25年までが一応期間となっています。今

回の改正を入れまして、平成26年から平成35

年まで延びるということで、まだかなり期間

はあるということでございます。

現在、軽減措置につきましては、今並行在

来線の関係は10年間課税２分の１ということ

になっておりまして、大体今のところ10年間

２分の１のもので約3,000万の軽減をなされ

ていると。毎年変わりますけど、大体3,000

万に今なっているということでございます。

ちなみに、今要望していますのが、これに10

年間この前オーケーになりましたけど、ＪＲ

九州につきましてはまた三島特例というのが

ございまして、全体的にＪＲからの総決算２

分の１の軽減がなされていると。

肥薩おれんじ鉄道も、もともとＪＲの鉄道

がおれんじ鉄道になったということで、同じ

九州の中にあるということで、三島特例につ

いても何とかやってくれぬかということに今

要望をさせていただいておりまして、それら

がオーケーになりましたらあとプラス約2,00

、0万ぐらいということになると思いますので

そこはまた今から要望もしていきたいという

ふうに考えております。

○小杉直委員長 ほかにございませんか。

○田代国広委員 18ページの菊池地域の「癒

し里」につきまして既に実施がされておりま

すが、この実施の総括と、この提案は地域振

興局がしたのか、それとも本部のほうでされ

たのかについてお尋ねをいたしておきます。

それと33ページですかね、ＪＲ西日本関係
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者の方々を阿蘇のほうへ招待されておりま

す。終わったばかりですが、これについても

この総括をお願いしたいと思います。

○梅本地域政策課長 18ページの魅力の再発

見のところの記述で、阿蘇の「熊本・観光文

化検定」と「阿蘇まるごと検定」について書

いておりますが 「阿蘇まるごと検定」につ、

きましては、阿蘇地域振興局が発案をしまし

て、あそこの市町村などと一緒になって検定

制度を創設いたしました。先般検定自体が終

了いたしまして、合格者の発表等があってお

ります。

以上でございます。

○田代国広委員 菊池について。ああたは阿

蘇ば言うたろう。菊池の話ばした。

○梅本地域政策課長 失礼いたしました。そ

の下の19ページの一番上に 「福岡の企業を、

ターゲットにした“癒し里”のイメージ」の

取り組みでございますけれども、これは菊池

の振興局が、あるいは菊池市、菊池推進本部

が中心となって進めているものでございまし

て、福岡の都市圏の方から、菊池のふるさと

交流館の、閉校になりました学校を使いまし

てツーリズムの取り組みをやっております。

そこで受け入れをいたしまして、いろんなグ

リーンツーリズムの取り組みなどの体験をし

ていただくものでございます。

○田代国広委員 これはもう終わっておるわ

けでしょう。

○梅本地域政策課長 はい。

○田代国広委員 総括はできないですか。

○梅本観光物産総室長 都市部から初めて御

参加なられました方々に、初めての取り組み

であったんですけれども大変好評でありまし

て、今後ももっと長期間、あるいは頻繁にこ

ういったものがないかといった御意見が出さ

れております。

○田代国広委員 それと、33ページの……。

○守田観光物産総室長 21日、28日に終わっ

ております。新幹線を使った将来的な商品開

発でございますので、大阪から新大阪発「の

ぞみ」来ていただいております。まる１日を

見て回っておりますが、大体こういう事業に

つきましては、新聞等も、先ほど申しました

、 、ように 大体３カ月後ぐらいにいろんな雑誌

それに参加したことを雑誌等に出していただ

きますし、商品開発につきましてはやや時間

がかかるということでございます。

○田代国広委員 阿蘇地域等とありますが、

阿蘇山ですね、阿蘇山にも行かれたですか。

○守田観光物産総室長 場所を申し上げま

す 大阪から のぞみ で出られまして つ。 「 」 、「

ばめ」に乗りかえて熊本着、それから阿蘇で

昼食をされまして、草千里、中岳、砂千里、

米塚等をごらんいただきまして、黒川のほう

の温泉チェックということでお入りいただい

て、やまなみハイウエー経由という形で別府

のほうに抜けていただきました。

○田代国広委員 30ページ前後に、いろんな

県内の観光地の御要望と申しますか、ＰＲを

されるようになっております。それはそれと

して大変一定の評価をすべきと思うんですけ

れども、私が考えるには、観光を考えるとき

にやっぱり拠点が必要であると。その拠点と

なるべきものは、本県の場合は熊本城であり

天草でありもちろん阿蘇だと思うんです。そ

れを拠点として、その他のいろんな観光地を

お客さんに回ってもらうと申しますか、その
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ためには拠点が必要なんです。

拠点の中の特に拠点として誇れるのは、私

から見れば阿蘇だと思うんです。まさに世界

の阿蘇ですばい。残念ながら、熊本城にしろ

天草にしろすばらしいんですけれども、日本

、 。国内にはいっぱいありますよ お城なんかは

ところが、阿蘇山みたいなのはどこにもない

んです。まさに熊本が世界に誇れる観光地だ

というふうに私は思うんです。

ところが、残念ながらこれを生かし切れて

ないような気がして仕方がないんです。それ

は一つには、交通アクセスが非常に大きな弊

害になっておりますが、今後この阿蘇山を拠

点として本県の観光振興、もちろん新幹線等

を結びつけた観光振興等を図っていかなけれ

ばなりませんが、その拠点性についてどのよ

うな認識を持っておられますか。

○守田観光物産総室長 今地域政策課及び地

域振興部のほうでも「ＫＡＮＳＡＩ戦略」を

お出しいただきました。その中でも、熊本を

売り込む一つとして阿蘇がブランドとして出

。 「 」ております 我々もその ＫＡＮＳＡＩ戦略

に沿いながら観光を進めてまいりたいと思っ

ておりますので、重要なポイントが阿蘇だと

いうことでしっかり進めてまいりたいと考え

ております。

○小杉直委員長 あとは、質問なさっていな

い井手副委員長はよございますか。

ほかにございませんか。

（ はい」と呼ぶ者あり）「

○小杉直委員長 ほかにないようでしたら、

最後に私が１つ。

地域振興部長と交通部長にお尋ねですが、

11月７日に視察にいったときに、金沢駅にわ

かりやすい立派な交番が建っておりました。

熊本駅の交番構想はその後どうなっておりま

すか、まず地域振興部長にお尋ねをします。

○小宮地域振興部長 熊本駅前の交番構想に

つきましては、私も委員会の先生方と一緒に

視察をいたしまして、まさに安心、安全をＰ

Ｒする熊本として、象徴的な存在としての交

番の設置というのは非常に重要な課題と認識

しておりまして、現在駅前広場の工事の段階

が幾つかに分かれているもんですから、それ

も十分踏まえたところで、県警と土木のほう

で調整をしっかりやってくださっているとい

うふうに認識しております。

最終的には、すっかり駅前の見やすいとこ

ろに交番を設置する方向で、今検討を進めて

いるというふうに認識しております。

○小杉直委員長 ３年後に新幹線が全線開通

しますが、観光対策等々幾つも今一生懸命取

り組んでおりますね。一方では、何度か言い

ましたように、熊本は治安がいいというふう

なことで県内外、国外のお客さんが安心して

熊本を訪れるということの治安のよさも大事

でございますので、今地域振興部長が答弁い

ただきましたが、そういう方向について、黒

木交通部長の見解どうですか。

○黒木交通部長 今話があったとおりでござ

いまして、当初は駅前の再開発ビル、Ａ地区

ですがあそこに入る予定でしたけれども、昨

年の８月にそこに入ることについては事実上

、 、困難だと そういうふうな回答でありまして

今お話がございましたように、やっぱり熊本

駅前といいますと県都の玄関口でもございま

すし、駅利用者の方の利便性、それともう一

つは、交番でございますので地域の安全をこ

れは当然やっていかにゃいかぬわけでござい

ます。両方をにらみながらさらに適正な、今

話があったようなところで協議がなされてお

るというふうに承知をしております。

○小杉直委員長 わかりました。

それでは、ほかに質疑がなければ、これで
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質疑を終了いたします。

次に、議題（２）閉会中の継続審査につい

てお諮りします。

本委員会に付託の調査事件については、審

査未了のため次期定例会まで本委員会を存続

して審査する旨、議長に申し出ることとして

よろしいでしょうか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

○小杉直委員長 異議なしと認め、そのよう

に取り計らいます。

次に、その他に入ります。

何かありませんか。

○小林交通対策総室長 交通対策総室でござ

います。

お手元にパンフレットを１つお配りさせて

いただいておりますが、九州新幹線に関しま

す新しいパンフレットでございまして、熊本

県新幹線建設促進期成会が作成するものであ

ります。こちらはまだ「案」ということでご

ざいまして、本日委員会に諮らせていただき

まして、御了解いただきましたならば、こち

らのほうで対外的に配布等をいたしていきた

いと考えております。

この中でかねてから幾度か議論をいただき

ましたけれども、お開きいただきまして右手

上の「新幹線による時間短縮効果」というと

ころの記述がございます。こちらについて県

民にいろいろ誤解を与えないようにというこ

とで、さまざまな注意書きをしております。

例えば、熊本～博多間35分でございますけ

れども、こちらについては最速の想定時分、

大変字が細かくて恐縮でございますけれど

も、次に博多～新大阪間を２時間23分として

おりますけれども、これは平成19年４月ダイ

ヤ改正時の最速による所要時間であって、博

多駅での停車及び乗りかえ時間を除くという

ことにしております。

また、ＪＲ九州は新大阪に直通運転を決め

ておりますので、こちらについては３時間20

分前後ということでＪＲ九州発表しておりま

すが、こちらについてはさらなる時間短縮を

図っていきたいという意思表明をしておりま

すので、あえて注書きにいたしまして、最速

の直通運転とした場合３時間20分前後を想

定、ＪＲ九州発表という記述にしておるとこ

ろでございます。

以前のパンフレットにおきましては、現行

のところで熊本～博多間が１時間15分であり

ますとか、博多～新大阪間は２時間21分とい

う記述がございましたが、これはあくまでも

平成19年４月ダイヤ改正時以降のダイヤを記

述しているということでございます。

以上でございます。

○小杉直委員長 ほかにはないでしょうか。

――ないようですので、本日の議題は終了い

たしました。

さて、本日は、本年度最後の委員会であり

ますので、最後に一言ごあいさつをさせてい

ただきます。

本委員会においては九州新幹線に関する件

について審議を行ってまいりましたが、井手

副委員長の協力のもと、委員の皆様方には熱

心な御審議、貴重な御意見を賜り、おかげを

もちまして委員会設置の所期の目的を十分に

果たせたのではないかと思っております。ま

ことにありがとうございました。

いずれにしましても、九州新幹線全線開業

を控え、本県の置かれました状況はまだまだ

課題も山積しておるところでございます。今

後の審議に御期待を申し上げる次第でありま

す。

委員並びに執行部の皆さんには、１年間大

変お世話になりました。

。（ ）本日の委員会はこれで閉会します 拍手

午前11時44分閉会



- 26 -

熊本県議会委員会条例第29条第１項の規定

によりここに署名する

新幹線対策特別委員会委員長


